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　皆さんこんにちは。5/22、例会を
再開した時に皆さんの表情に触れ
「ロータリーは集うことも大切なの
だ」と改めて感じました。
　私は、「ロータリーは価値を見つ
ければ見つけるほど楽しみが増す

場」であり、その価値は「I serve」「四つのテスト」
に則っていれば人様

さまざま

々でよいと考えています。
　私の好きな言葉に「我以外皆我師（吉川英治著　
宮本武蔵）」があります。この言葉を基に、私は
RCの価値を「出会いと気づきの場」と置いてき
ました。入会以来、幹事・地区出向・RA活動等
を通じ、気がつけば地区内外でずいぶんと多くの
出会いと気づきを得てきました。その出会いには
RAからきっかけを与えられた方も大勢います。
他
ひ と

人との出会いは自分と違う価値観に触れること
で、全ての出会いに無駄はありません。良いこと
は真似、そうでない場合は真似なければよいだけ
と単純に考えています。私はこれからも多くの
方々と出会いを楽しみ、活動に触れ、自分に刺激
と楽しみを与えていきたいと考えています。
　すでに、皆さんもそれぞれRCの価

たのしみ

値を感じて
いることと思いますが、もしまだであるなら探し
てみてください。何でもよいのです。それを見つ
けた時、今まで以上にRCの楽しさが増すと思い
ます。そして、価値は変化するもの、どんどん新
しい価値を見つけ、新しい楽しみに触れていきま
しょう。
　年度後半、コロナOPの影響で更に記憶に残る
年度になりました。多分こんな年度はめったに経
験できなかったと考えています。次年度が、良い
意味だけで記憶に残る年度になればと祈ります。
　結びに、ふわふわ暴走する私を支えてくださっ
た髙橋幹事、いつも笑顔対応の梅澤さん、そして

感謝を込めて

第44回例会 №436月26日㈮

なによりも会員皆様に深謝申し上げますと共に、
皆様のご健勝ご多幸、クラブの発展を祈念致しま
す。一年間、ありがとうございました。

出席率　100％

出席・ニコニコBOX委員会
大 谷光夫君―髙坂会長、髙橋幹事　一年間ご
苦労さまでした。２年６ヶ月間ご支援ご協力
ありがとうございました。おかげで何とか無
事任務を終了させることが出来そうです。

会長・幹事―一年間ありがとうございました。
大 島　誠君―昨日の株主総会で上越タイムス
社の社長に就任いたしました。再登板です。
会長の小池共々引き続きよろしくお願いいた
します。

箕 輪賢一君―新しい就職先が決まり、今週
より高田モータースにて勤務しております。
ロータリーも引き続き会員として残ることに
なりましたので宜しくお願いいたします。

神 田和明君―先日、６月 21 日㈰岩の原ワイ
ンは創業 130 周年を迎えることができまし
た。これもひとえに、高田ロータリークラブ
の皆様をはじめとする地元の方々のご支援と
ご協力があってのことと心より深く感謝いた
します。これからも 150 年、200 年と地元の
皆様に支えていただきながら「岩の原ブラン
ド」の価値向上を通じて地元地域社会に貢献
し続けていく所存ですので、宜しくお願い致
します。

配布物：週報№ 42
報　告： 新井 RC名称変更について　新名称「新

井妙高ロータリークラブ」
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髙坂会長、髙橋幹事 一年間ごくろうさまでした

会長挨拶 幹事挨拶

新会長幹事へロータリーバッチの引継

花束記念品贈呈 大谷ガバナーによる乾杯 高田RAC永井さん卒会の挨拶

大島会長エレクトによる締めの挨拶

最 終 例 会


